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会場からの発言・要旨

①県教組　庄司地方委員より
◦大阪市長が進める教育委員の意
にそぐわない人の罷免、学力テス
トの公開、定員割れする公立高校
の統廃合のルール化など、子供た
ちのための教育の基盤を損なわぬ
よう県教組として取り組んでいる
ので、連合山形からもご理解をい
ただきたい。

②新庄最上地協　渡辺特別委員より
◦組織拡大について、中央では連
合へ産別加盟しているが、地協加
盟していない単組もあり、教えて
ほしい。また、そういった単組の
加盟により組織拡大が果たせるよ
う、新庄最上地協への専従事務局
長の配置をお願いしたい。

連合山形
「第31回地方委員会」を開催

　６月７日（木）大手門パルズにおいて連合山形第31回地方委員会が開催され「2012春季生活闘争中間ま
とめ」と「2012年度下期の主要活動計画」を確認しました。
　あいさつに立った大泉連合山形会長は、組織拡大の取り組みについて、「1000万連合実現プラン」に向
け、連合山形は、構成組織とともに強化していくことを提起し、また、来年２月に予定されている山形県
知事選挙についてふれ、吉村美栄子知事再選に向けて取り組まなければならないとしました。
　地方委員会では、第24回定期大会以降の主要活動報告の後、2012春闘の中間まとめが報告され、2012春
闘における４月30日現在の集約状況では、要求額、妥結額とも昨年を上回っており、厳しい経済・雇用環
境のなかでも回復基調にあることを反映していますが、妥結の金額が明らかな34組合のなかで、賃金カー
ブ維持分の目安として示した4,700円
以上を獲得した組合は８組合だけであ
り、昨年より賃上げ率0.08ポイントの
プラスしかない今春闘の厳しさを表し
ています。
　地方委員会の最後に、東日本大震災
を通じ、多くの国民が感じた「絆・連
帯・協働」により、ともに支え合い
「働くことを軸とする安心社会」の実
現をめざす特別決議を採択し、団結が
んばろうで締めくくりました。
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　昨年は、３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の影響で、県内における各組合が、交渉中断や延期、さらには
要求書を提出できないといった組合もありましたが、2012春闘は、昨年同様、「労働条件の復元」を掲げ、賃金カー
ブ維持分＋賃金改善分１％以上を目標に取り組みました。
　４月30日までの集計では、集計可能な登録組合188組合のうち、要求提出は56組合（29.8%）、要求金額は、平均賃
上げ方式の加重平均で5,496円（2.22％）となっており、前年比902円上回っています。単純平均では5,563円（2.24％）
で、前年比329円上回っています。
　妥結組合は、全体で42組合（22.3%）で、妥結金額は平均賃上げ方式の加重平均で、3,476円（1.40％）となってお
り、前年比88円上回っています。単純平均では3,812円（1.54％）で、前年比573円上回っています。
　４月30日現在の集計状況では、要求額、妥結額ともに昨年を上回り、厳しい経済・雇用環境のなかでも回復基調に
あることを反映した金額になっています。しかし、妥結の金額が明らかな34組合のなかで、賃金カーブ維持分の目安
として示した4,700円以上を獲得した組合は８組合だけであり、昨年より賃上げ率0.08ポイントのプラスしかない今春
闘の厳しさを表しています。

加重要求 単純要求 加重妥結 単純妥結 昨年比（加重）

4月30日現在 5,496円
（2.22%）

5,563円
（2.24%）

3,476円
（1.40%）

3,812円
（1.54%）

＋902円（要求）
＋88円（妥結）

2012春闘中間報告

③自治労　五十嵐地方委員より
◦大阪市長による市職労働組合への組合
事務所貸与などの便宜供与の全面撤廃発
言は、これまでの健全な労使関係を阻害
するものであり、自治労全体で闘ってい
くので、連合山形の皆様からもご支援を
いただきたい。

◦社会保障と税の一体改革について、現内閣は、社会保障の
中身が充実されないまま、増税をしようとしている。大企業
優遇の税制措置の改革や、あるべき社会保障制度の国民の同
意、歳出削減や景気回復、デフレ脱却などを優先し、連合と
して政府に対し慎重な対応をとるよう働きかけてほしい。

④ＪＲ連合　佐藤地方委員より
◦東日本大震災について、交運労協の
「東日本大震災により被災したＪＲ各
線の早期復旧を求める署名」に連合山
形から賛同いただき取り組んでいただ
いていることに感謝し、鉄道の復旧は
もちろんのこと、被災地域の総合的な

まちづくりのため、港湾や道路整備などの部分について
も、交運労協に対し連合として支援をお願いしたい。
◦職場における暴力事件について、最高裁は組織的暴力
を認めない判決をだしたが、二度とこのような被害者を
出さない取り組みを行っていく。

⑤高教組　髙橋地方委員より
◦自殺者が毎年３万人を超えているが、20～
30代の自殺者が増加している。新成人のため
のなんでも労働相談ダイヤルなど取り組ん
でいただいているが、私たちも生徒たちへの
労働教育の充実を図っていく。今後とも、連
合がその受け皿として取り組んでほしい。

◦非正規社員が増加しているが、正規社員と同じような仕事をして
いても賃金が低い。若い人たちにとって夢と希望がもてる法改正な
ど、このような状況を早く改善できるよう連合として取り組んでほ
しい。
◦社会全体として人員削減・人件費削減が進んでいるが、学校にお
いても同じような状況がある。この規制緩和から安全を守るという
観点で、連合はどのように考えているか。

⑥県教組　髙橋地方委員より
◦先日行われた県教組の定期大会
の特別決議の中で組織拡大を必ず
はかっていくことを確認した。今
後、連合山形と連携しながら目標
達成に向け取り組んでいく。
◦教育を考える市民フォーラムに
ついて、各地で可能なところから

開催をお願いしたい。また、教育に関することについ
て、連合山形のみなさんと一緒になって考える機会を
設けてほしい。
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　６月20日、大手門パルズににおいて「2012男
女共生集会」が開催され、組合員100名（うち
男性55名、女性45名）が参加しました。
　集会に先立ち、連合山形男女平等行動委員会
千場委員長は、「ワーキングプアや格差の固定
化が急速な少子化の要因とされる中、ワークラ
イフバランスの実現に向けた取り組みについて
考え、職場と労働組合における男女共同参画に
向けた行動の一歩となることをお願いする。」
とあいさつしました。
　第一部の基調講演では、「山形県内における
男女平等の現状」と題し、山形労働局雇用均等
室　鈴木里美室長よりご講演をいただき、第二

部のパネルディスカッションでは「ワークライフバランスの取り組み」と題し、ＪＡＭ、サービス・流通連合、運輸
労連、自治労、県教組の５産別の方々と鈴木雇用均等室長の６名がパネラーとなり、男女平等行動委員の岡田連合山
形副会長がコーディネーターとして進められました。
　集会のまとめとして、「ワーク・ライフ・バランスなどさまざまな諸制度については、なにもしないで会社から与
えられたものだけでなく、労働組合からの提案で勝ち取った制度が多数ある。女性執行委員が労使交渉に入り協議を
行っていることは良い状況であるが、もっと女性の意見を取り入れやすくし、それを実現するためには、三役として
活躍することが重要であり、その環境を整備するためにも仕事や生活、育児介護の面で男性が役割を担っていくこと
が必要である。」と岡田副会長がまとめました。　
　参加した組合員から、「これまで他産別の取り組みについて聞いたことが無く、業種によって特徴的な制度もあり、
これからの活動の参考になる事例があり勉強になった」などの感想がありました。

　５月22日（火）６月６日（水）の両日、山形市七日町において「組織拡大キャンペーン」街
頭行動を行いました。
　大泉会長、小口副会長、森事務局長、髙橋副事務局長、舘内副事務局長、柏木組織広報部長
が演説に立ち、「新社会人のための労働相談のお知らせ」や「非正規労働者の置かれた厳しい
状況」「採用時と労働条件が違った」「業績不振を理由とした突然の解雇や労働条件の変更」な
ど、働いていて、悩んでい
ること、困っていることが
有ったら一人で悩まず、連
合山形に相談し、「一人で
も入れる労働組合（れんご
う山形ユニオン）」に加入
したり「労働組合」をつく
り、安心して働く環境をみ
んなでつくって行きましょ
うと訴えました。
　また、産別のなかまと共
に、周辺でチラシの配布を
行いました。
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　７月３日（火）2012年度「第１回組織拡大委員会」を開催し、2012年度の組織
状況と、これまでの実績、第５次組織拡大計画と具体的な取り組みを確認し、各
構成組織・地域協議会の「組織拡大目標」の報告を受けました。
　会議の初めに、連合本部の大出日出生中央アドバイザーによる「組織拡大オル
グの実践〈心得とポイント〉」と題した講演が行われ、「1000万人連合の建設」を
スローガン倒れにしないために、①これまでの組織拡大の取り組みでの反省と課
題から組織拡大に取り組む姿勢、②今世の中で起きている労働問題と、職場の組
合員の「労働組合」に対する評価から、組織拡大の意義と「進め方」（心得）、ポ
イントについて、これまで産別での組織拡大オルガナイザーとしての経験と、鋭
い切り口で、時には「歯に衣を着せぬ」厳しい指摘で組織化への情熱を語ってい
ただきました。
　連合山形は、第５次組織拡大目標として、2012年度から2014年度の各年度に
1000名の組織拡大目標を掲げ、早期に５万人の組織人員達成をめざしています。

大出中央アドバイザーによる「実践的なアドバイス」をいただき、机上の空論にならない組織拡大への取り組みにつ
いて、参加者はそれぞれ決意を新たにした委員会となりました。

　７月24日、連合山形は山形労働局に、最低賃金引き上げに
向けて要請行動を行い、「2012年度最低賃金行政に関する要
請書」を山形労働局長あてに手渡しました。
　７月10日から、2012年度の「山形地方最低賃金」の審議が
始まりましたが、連合山形は、最低賃金額が「生活できる最
低賃金」であることはもとより、賃金が労働の対価として適
正なものとなるよう、その底上げと格差改善に寄与する最低
賃金システムの確立に向け、その水準の引き上げと共に決定
の仕組みをさらに改善・強化することが重要と考えて取り組
んでおります。この観点から、山形県最低賃金の実効ある水
準への改善を図るため、最賃審議が適正に行われるための調
整・援助、法令周知と監督行政の強化についてなどを山形労
働局に要請しました。
　大泉連合山形会長は、「雇用戦略対話で政労使が合意して
いるが、今年はその800円にできるだけ早く近づいていくス
タンスで審議し、適正な引き上げ額の実現を図ってほしい。」
と要請の趣旨について述べると、片倉労働基準部長は、「審
議会において十分な審議がされ、円滑な運営が行われるよう
にしたい。」と答えました。
　要請行動後、山形市七日町において、「最低賃金の大幅な
引き上げを求める」街頭行動を行い、大泉会長をはじめとし
た連合山形の役職員による街頭演説と、チラシを配布して市
民に訴えました。

連合山形５万人組織へ進もう！
組織拡大委員会開催

最低賃金引き上げを労働局に要請

組織拡大の情熱をこめて講演する
大出連合中央アドバイザー
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　６月18日（月）、19日（火）の２日間、「新社会人のための全国一斉労働相談」が実施さ
れました。
　今回の全国一斉相談は、新社会人をはじめとして、社会に出て働き始めて間もない若者
たちが、働き方や職場の問題で悩んだり、不安を抱いたときに、専門家に気軽に相談して
みることの大切さを伝え、頼れる存在として労働組合があることをアピールするために実

施されたものです。
　連合山形では、10：00～19：00の時間帯でフリーダイヤルによる相談を行い、17件の相
談電話が寄せられました。新卒の社会人からは、「同僚に無視されている」「仕事を教えて
もらえない」などの職場でのいじめに関する相談がありました。また、新社会人以外では、
相変わらず解雇や雇止めの相談が多く、パワハラ等の相談も増加しており、職場での防止
のための対策が求められています。

主な具体的相談内容

No
性別 雇用形態

分　類
相　談　内　容

年齢 業　　種 回　答　内　容

1
男 正社員

差別－いや
がらせ

大学を卒業し、私立学校に事務職として入社。６ヶ月の試用期間中。職場
の上司である事務長、次長、職員（女性）３名から無視され、仕事も何を
したらいいのかわからず困っている。事務長からは、女性職員に指導を受
けるように言われるだけだ。20代 教育

2
女 正社員

賃金－不払
い残業

時間外手当は一度も支払われたことがない。また、有給休暇をとると、
ボーナスから控除され、実質欠勤扱いとなっている。親族で運営している
ため、経理面、給与等不透明で、昇給についてもどういう決まりなのかわ
からない。30代 医療

3

女 パート
差別－

女性保護

ホテルのレストラン事業部で働いているが、シフトの組み方で、日中の勤
務になかなか組まれず、昼から夜の勤務になっている。子どもが３歳で、
保育園に通わせていることから、日中の勤務を多くしてほしいと頼んでも、
「人がいないから」と断れる。同じように子どもがいる人で、日中の勤務、
土日祝日休みにしてもらっている人が複数いて不公平である。その人たち
の夫は、ホテルの関連会社の社員。

30代 飲食・宿
泊業

4

女 正社員
差別－
いじめ

職場は、上司とパートの人と３人。必要な業務で残業をしなければならな
いのに、上司から、時間外申請書の書き方がダメだと言われ拒否される。
仕方なくサービス残業をしている。また、始業開始時刻が８時30分だが、
８時20分を過ぎて職場に着くと、始業時間前にもかかわらず叱責され、半
日怒鳴られたこともある30代 公務

5

女 パート

雇用－
解雇

１年更新のパート。14年勤めている。昨年11月にうつ病と診断され、通院
していたが、今年の３月に意識障害で倒れ、８日間入院した。主治医から、
「５月から復職可能」と診断され、会社に報告したところ、会社の産業医
に診察を受けるように言われた。１度診察を受けただけで、産業医の診断
書は、「復帰困難」と書かれ、会社から「６月末をもって雇用契約終了」
との通知が送られてきた。復職の準備をしていただけに、なぜ復帰できな
いのか困っている。

40代 製造業

「新社会人のための全国一斉労働相談」
� を実施！

就業規則
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　今年度の活動家養成講座の日程が決まりました。多くの組合員の参加をお待ちしております。受講希望者は、各構
成組織へお申し込みください。
　なお、８月29日は、公開講座となりますので、どなたでも参加できます。公開講座の参加費は無料です。

「連合山形活動家養成講座」募集要綱

１．趣　旨　労働組合運動の今後の方向について理解を深め、また、組合活動の実践に役立つ知識を得ることによっ
て、連合、組合活動強化に結びつける。
各構成組織間の情報の交換や交流により、幅広い視野を持ち、企画実践に向けた力を養った人材を育成
する。

２．主　催　連合山形／㈳山形県経済社会研究所（連合山形総合生活研究所）
３．会　場　大手門パルズ　山形市木の実町12-37
４．日　程

講　座　日 時　間 講　義　内　容

８/25（土）

10：30～12：00 労働運動の歴史から見た労使関係
日本女子大学名誉教授　高木　郁朗

13：00～14：20 労働時間・休日、賃金 ― 働くルール
特定社会保険労務士　若木　義寛

14：30～15：50 職場から始めよう運動ーすべての働く者のために
連合非正規労働センター次長　村上　陽子

８/29（水） 18：00～19：30
公開講座

職場のメンタルヘルス
東谷メンタルヘルス研究所所長　東谷　慶昭

９/ １（土）

10：40～12：00 正規労働と非正規労働
山形大学人文学部准教授　阿部　未央（予定）

13：00～14：20 退職・解雇に関する問題を考える
連合山形副事務局長　高橋　　朗

14：30～15：50 グループディスカッション
「魅力ある労働組合にするには」

※講師および内容について変更あった場合はご了承ください。
◆８月29日（水）は公開講座となります。

「連合山形活動家養成講座」の
受講者を募集します！

活動家養成講座　「受講修了者の集い」を開催
　７月５日（木）大手門パルズにおいて、連合山形活動家養成講座「受講修了者の集い」が開催され、12名が参
加されました。連合山形は、2006年度に労働者教育対策委員会を立ち上げ、次代を担う組合活動家養成のため、
連合山形活動家養成講座を開催し、これまでに66名が受講修了しています。
　今回「受講修了者の集い」を開催し、今後の講座内容の検
討や講座を組合活動へ反映させるため、講座受講の感想およ
び課題や、受講後の組合活動への反映および近況報告につい
て意見交換を行いました。
　参加した受講修了者からは、「単組の活動ではなかなか学
ぶことができない、連合活動についてや組合活動をする上で
の基礎知識について、深く学ぶことができた」などの感想が
ありました。

2012年度
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　本土復帰より40周年を迎えた、2012平
和行動in沖縄が、６月23日（土）～24日
（日）の両日開催され、全国より約1,420
名が参加しました。
　連合山形からは、三瀧知一さん（青年

委員会委員長：自治労）と坂之下慎太郎さん（青年委員会幹事：森林労連）が参加しました。
　23日の連合主催「2012平和オキナワ集会」（那覇市民会館）では、「変わりゆくアジア情勢と日本の対応」と題した
「基調講演」に続き、平和式典が開催されました。
　集会終了後「平和交流会」が開催され、360人の参加者が琉球舞踊や民謡など、琉球文化とのふれあいを通じて親
睦を深めました。
　24日は「ピースフィールドワーク」が実施され、連合沖縄青年委員会のメンバーにガイドとして協力をいただき、
米軍基地と南部戦跡の視察に約370人が参加しました。
　また、夕方には与儀公園において、「米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の抜本的見直し」を求める行動が
700人で実施されました。

派遣者感想

平和行動 in 沖縄
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